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会報

（１）

文化・芸術交流大会 信 州 2023
ねんりんピック

式
典
・
交
流
イ
ベ
ン
ト

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会

ファシリテーター内山二郎氏、コメンテーター小林良子さんと３グループ、
ワークショップの皆さんによるリレートーク

令
和
５
年
９
月
９
日(

土)

「
サ
ク
ッ
と
じ
ょ
う
し
ょ
う
気
流
～
み
ん
な
で
語

り
合
お
う
地
域
の
未
来
～
」
を
テ
ー
マ
に
上
田
市
丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

「
信
州
真
田
六
文
銭
太
鼓
保
存
会
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
舞
で
開
幕
。

式
典
挨
拶
は
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ

ン
タ
ー
理
事
長
内
山
二
郎
氏
よ
り
「
人
生

１
０
０
年
時
代
を
全
て
の
高
齢
者
の
居
場

所
と
出
番
が
あ
り
、
生
き

が
い
と
生
活
し
て
い
く
事

が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

お
互
い
の
思
い
や
考
え

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
新
た
な
時
代

に
向
け
て
実
の
あ
る
大
会

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

来
賓
挨
拶

長
野
県
健
康
福
祉
部
長

福
田
雄
一
様
「
長
野
県
は
、

日
本
有
数
の
健
康
長
寿
県

と
し
国
内
外
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
世
界
に
誇
る
財

産
県
で
す
。
そ
の
要
因
は

シ
ニ
ア
の
皆
様
方
の
培
っ

て
き
た
豊
富
な
知
識
や
経

験
な
ど
を
活
か
し
て
社
会

参
加
な
ど
多
様
な
場
面
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
元
気
に
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
表
れ
で
あ
り
ま
す
。
本
大
会
を
通

じ
て
今
後
の
活
躍
に
向
け
て
実
り
あ
る
も

の
と
な
る
よ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式

本
年
度
の
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
お
よ

び
賛
助
会
活
動
に
お
い
て
、
地
域
社
会
に

貢
献
し
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に

尽
力
し
て
き
た
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
（
関
連
記
事
は
３
面
に
掲
載
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
内
山
二
郎
氏
、
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
小
林
良
子
さ
ん
、
ゲ
ス
ト

に
信
州
真
田
六
文
銭
太
鼓
保
存
会
、
Ｍ
Ｉ

Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
ラ
イ
麦
ス
ト
ロ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
キ
ノ
ハ
ナ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
４
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
地
域
の
未
来
を

担
う
人
々
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、

地
域
の
課
題
や
可
能
性
に
つ
い
て
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
未
来
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
、
今
で
き

る
こ
と
、
未
来
予
想
図
、
新
し
い
出
会
い

が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

小
ホ
ー
ル
・
展
示
室
に
於
い
て
、
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
手
工
芸
、
書
、
写
真
の
６
部
門

で
、
高
齢
者
の
方
々
が
制
作
し
た
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

(

２
面
に
掲
載
）

特
別
企
画

リ
レ
ー
ト
ー
ク

「
～
み
ん
な
で
語
ろ
う
地
域
の
未
来
～
」

シ
ニ
ア
作
品
展
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2023信州ねんりんピック長野県シニア作品展が令和5年9月8日(金)～10日(日)に上田市丸子文化会館

セレスホールで開催されました。今年の大会は4年ぶりに１つの会場に参集しての開催です。今回の作

品展には日本画15点、洋画38点、彫刻6点、手工芸64点、書の部42点、写真38点の合計203点の出展があ

りました。

9月7日(木)に審査委員による作品審査が行われ、部門ごとに県知事賞、長寿社会開発センター理事長

賞などの受賞作品が決定されました。

長
野
地
区
賛
助
会
員
の
受
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す

(

敬
称
略)

長
野
県
知
事
賞

李
商
隠
の
詩

轟

正
幸

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

理
事
長
賞

この子らの未来は？

村松 敏夫

長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
賞

鬼灯畑 和田 靜

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

王
維
詩

萬
首
唐
人
絶
句
二
首

荒
井

宏
山(

公)

奨
励
賞

古布で描く飯縄山

竹前 富子

最
高
齢
者
賞
（
女
性
）

もっこうバラ

鈴木 はる

奨
励
賞

あ
る
親
子

中
村

伸
之
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表彰

令
和
５
年
度
団
体
・
個
人
表
彰

２
０
２
３
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

団
体
表
彰
、

コ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
混
声

合
唱
団
村
松
聖
夫
氏
が
代
表
し
て
受
賞

長
野
地
区
賛
助
会
関
連
で
は
、
コ
ー

ル
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
混
声
合
唱
団
、

シ
ニ
ア
３
８
書
道
の
２
グ
ル
ー
プ
が

公
益
財
団
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ

ン
タ
ー
理
事
長
表
彰
団
体
表
彰
を
受

本
年
度
の
式
典
で
は
、
長
野
県
知
事
表
彰
、(

公
財)

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

理
事
長
表
彰
に
20
氏
５
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
お
よ
び
賛
助
会
活
動
に
お

い
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
尽
力
し
て
き
た
個
人
・

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

賞
し
ま
し
た
。

公
益
財
団
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、
賛
助
会
員
の
活
動
の
趣

旨
を
深
く
理
解
さ
れ
、
各
地
域
に
お
け

る
社
会
参
加
活
動
の
推
進
に
多
大
な
功

績
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
を
毎
年
表

彰
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
を
し
、

賛
助
会
発
表
会
の
他
公
民
館
の
サ
ー
ク

ル
活
動
発
表
会
に
も
参
加
し
活
動
の
幅

を
広
げ
、
健
康
維
持
や
生
き
が
い
づ
く

り
の
推
進
に
尽
力
を
し
て
い
る
事
が
評

価
さ
れ
た
。

団
長
村
松
聖
夫

先
日
、
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
表

彰
グ
ル
ー
プ
部
門
で
表
彰
状
を
頂
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
当
コ
ー
ル
フ
ォ
ー
エ

バ
ー
混
声
合
唱
団
は
、
２
０
１
７
年
団

員
28
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
混
声
合
唱
団

指
揮
者
（
指
導
）
島
津
和
平
先
生
、
ピ
ア

ノ
伴
奏
者
津
金
真
裕
美
先
生
に
お
願
い
致

し
ま
し
た
。

定
期
の
レ
ッ
ス
ン
は
毎
月
２
回
（
第

２
、
第
４
水
曜
日
）
練
習
会
場
は
城
山
公

民
館
を
お
借
り
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

猛
威
の
時
は
会
場
探
し
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
殆
ど
休
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り

両
先
生
の
ご
指
導
と
団
員
の
情
熱
で
楽
し

く
歌
い
、
帰
り
は
清
々
し
い
気
持
ち
で
、

帰
ら
れ
る
事
は
何
事
に
も
変
え
ら
れ
な
い
。

主
な
活
動
は
賛
助
会
の
集
い
シ
ニ
ア
フ
ェ

ス
タ
に
参
加
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
５
年

間
で
16
曲
歌
い
ま
し
た
。
発
表
会
で
歌
っ

た
曲
を
２
年
分
Ｃ
Ｄ
に
し
ま
し
た
。
車
の

中
等
で
聞
い
て
、
思
い
出
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

今
年
は
地
域
社
会
つ
く
り
に
も
貢
献
、

介
護
施
設
へ
の
訪
問
や
町
の
文
化
祭
に
も

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
団
員
は
何
時
で
も
入
会
可
能
で
す
。
お

ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。
〟

シ
ニ
ア
大
学
実
技
講
座
で
書
道
を
学
ん

だ
後
、
賛
助
会
で
書
道
サ
ー
ク
ル
を
立
ち

上
げ
、
活
動
発
表
会
に
出
展
す
る
他
、
夏

休
み
子
ど
も
体
験
教
室
で
小
学
生
に
書
道

指
導
し
て
社
会
貢
献
し
て
い
る
事
が
評
価

さ
れ
た
。

シ
ニ
ア
３
８
書
道
花
岡
佳
市

例
年
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
本
年
は

上
田
丸
子
文
化
会
館
を
主
会
場
に
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
２
０
２
４
年
は
、

本
県
（
北
信
地
域
各
地
）
で
開
催
さ
れ
る

為
、
皆
様
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に

も
、
今
か
ら
計
画
・
準
備
に
取
り
組
む
必

要
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
折
、

各
種
団
体
・
個
人
表
彰
に
多
く
の
団
体
が

一
定
の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
大
学
の
実
技
グ
ル
ー
プ
を
契
機

に
書
道
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
延
長
線
上
の
中
、
夏
休
み
こ
ど
も
体

験
教
室
へ
も
参
画
し
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
中
で
、

何
と
か
再
構
築
で
き
な
い
か
模
索
を
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
皆
様

の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
回
の
栄
え
あ
る
表
彰
の
機
会
を
頂
き

ま
し
た
事
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
一
つ
で
も
来
年
に
向
け
て
な
に
か

ヒ
ン
ト
に
生
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

シ
ニ
ア
３
８
書
道

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
３
を
終
え
て

大
き
な
声
で
歌
う
事
は
最
高
の
喜
び

電
話
で
お
金
は
詐
欺

「
お
金
」
や
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
」
の
話

が
出
た
ら
詐
欺
で
す
。

注 意
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10
月
20
日(

金)

長
野
県
県
民
文
化
会
館
「
ホ

ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
長
野
地
区
賛

助
会
員
の
集
い
～
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ
～
を
開

催
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長

野
学
部
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
、
桑
原
静
氏
で
、
演
題
は
「
～
２
人
に

ひ
と
り
が
90
歳
ま
で
生
き
る
時
代
～
〝
長
生

き
す
る
の
も
悪
く
な
い
〟
と
み
ん
な
が
そ
う

思
え
る
街
が
あ
る
と
し
た
ら
」
で
し
た
。

(

関
連
記
事
７
頁
に
掲
載)

午
後
の
部
、
式
典
で
、
実
行
委
員
長
丸
山

栄
洋
氏
の
開
会
の
挨
拶
に
続
い
て
、
令
和
５

年
度
表
彰
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク｢

県
シ
ニ
ア
作
品
展｣

入
賞
者
７
名
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
の
来
賓
祝
辞
で
、
坂
本
泰
啓
氏

(

長
野
保
健
福
祉
事
務
所
長)

、
宮
村
泰
之
氏

(

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
常
務

理
事)

よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

１
階
の
展
示
会
場
で
は
８
グ
ル
ー
プ
が
、

日
頃
の
活
動
や
力
作
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
シ
ニ
ア
作
品
展
入
賞
作
品
」
、｢

長
野
県
シ

ニ
ア
大
学
作
品
」
展
示
。
１
階
展
示
会
場

長
野
地
区
賛
助
会
員
の
集
い

展

示

発

表

特
別
展
示

IT･Sの会シニア３８書道

長野漢詩会 ふれあい長野「ビデオクラブ」

万年青の会 木つつきの会 楽しい切り絵

川柳「りんどう会」 長野県シニア大学 受 付

展
示
グ
ル
ー
プ

◆
長
野
漢
詩
会

◆
楽
し
い
切
り
絵

◆
木
つ
つ
き
の
会
（
木
彫
り
）

◆
ふ
れ
あ
い
長
野
「
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
」

◆
川
柳
「
り
ん
ど
う
会
」

◆
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
の
会
（
パ
ソ
コ
ン
）

◆
万
年
青
の
会
（
絵
手
紙
）

◆
シ
ニ
ア
３
８
書
道

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
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ス
テ
ー
ジ
発
表

ス
テ
ー
ジ
発
表
グ
ル
ー
プ

◆
コ
ー
ル
ス
マ
イ
ル

◆
吟
和
会

◆
い
き
い
き
２
１

◆
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ

◆
シ
ニ
ア
太
極
拳
部

◆
ス
マ
イ
ル
リ
フ
レ

◆
コ
ー
ル･

フ
ォ
ー
エ
バ
ー
混
声
合
唱
団コールスマイル 吟和会

いきいき２１ オカリナクラブ

スマイルリフレ コール･フォーエバー混声合唱団 シニア太極拳部

受 付

２
０
２
３
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
野
県
シ
ニ
ア
作
品
展
入
賞
作
品
表
彰

令
和
５
年
９
月
８
日(

金)

～
10
日(

日)

に
上
田
市
丸
子
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
長
野
県
シ
ニ
ア
作
品
展
」

入
賞
作
品
の
表
彰
式
が
長
野
地
区
賛
助
会

員
の
集
い
式
典
に
於
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
、
長
野
県
知
事
賞
、
長
野

県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
な

ど
、
入
賞
し
た
７
名
の
方
々
に
賞
状
を
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
状
は
、
皆
様

の
優
れ
た
作
品
に
対
し
て
讃
え
る
と
同
時

に
、
そ
の
表
現
力
と
才
能
を
称
え
た
も
の

で
す
。

ステージ発表では、７グループによるコーラス、詩吟、太極拳、
ダンスなど１年間の成果が披露されました。

受
賞
者
記
念
撮
影



私
は
、
本
年
２
月
に
シ
ニ
ア

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
小
さ

い
時
、
母
か
ら
唄
を
聞
い
て
育
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
せ

い
か
、
今
で
も
、
音
楽
を
聴
く

こ
と
が
好
き
で
す
。

し
か
し
、
学
校
を
卒
業
以
来
、

ず
っ
と
、
仕
事
に
忙
し
く
、
音

楽
に
関
わ
る
こ
と
は
、
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
第
２
の
職
場
も
退
職
し
て
、
や
っ
と

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
環
境
、

時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
調
度
、
そ
の
頃
、
昨
年

秋
に
賛
助
会
員
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
愛
唱
名
歌
や
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

系
の
合
唱
発
表
を
聞
い
て
懐
か
し
く
、
歌

い
た
い
と
思
い
入
団
し
ま
し
た
。

昔
の
若
き
頃(

？)

を
思
い
出
し
て
、

な
ん
だ
か
、
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

湧
い
て
く
る
よ
う
な
感
動
を
え
ま

し
た
。

ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
島
津
先
生

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
毎
回
、

楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
大
学
第
44
期
卒

業
生
で
は
、
１
年
先
に
入
団
し
て

い
た
方
も
お
り
、
同
期
生
は
私
を

含
め
３
名
お
り
ま
す
。
ま
た
、
私

の
知
人
も
最
近
入
団
し
、
心
強
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
に
か
く
、

唄
う
こ
と
は
健
康
長
寿
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
父
が
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
介
護
施
設
に
父
に
会
い
に
行
っ

た
時
、
調
度
、
あ
る
合
唱
サ
ー
ク

ル
の
発
表
を
父
と

聞
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
と

き
、
感
動
し
て
、

涙
し
て
い
る
方
も

お
り
ま
し
た
。
こ

の
入
団
を
機
会
に
、

今
度
は
自
分
が
そ

の
立
場
に
立
て
た

ら
い
い
な
あ
ー
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

長
野
地
区
賛
助
会
に
は
18
の
グ
ル
ー
プ

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

・
長
野
漢
詩
会
（
漢
詩
を
学
ぶ
）

・
楽
し
い
切
り
絵
（
切
り
絵
を
学
ぶ
）

・
ふ
れ
あ
い
長
野
「
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
」

（
ビ
デ
オ
撮
影
・
編
集
）

・
木
つ
つ
き
会
（
木
彫
り
）

・
吟
和
会
（
漢
詩
、
和
歌
鑑
賞
し
吟
詠
）

・
Ｉ
Ｔ･

Ｓ
の
会
（
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
）

・
川
柳
「
り
ん
ど
う
会
」
（
川
柳
を
学
ぶ
）

・
万
年
青
の
会
（
絵
手
紙
の
会
）

・
い
き
い
き
２
１
（
歌
、
楽
器
演
奏
、

紙
芝
居
、
施
設
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

・
ス
マ
イ
ル
・
リ
フ
レ
（
創
作
ダ
ン
ス
）

・
シ
ニ
ア
太
極
拳
部
（
太
極
拳
）

・
コ
ー
ル
ス
マ
イ
ル
（
合
唱
グ
ル
ー
プ
）

・
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
（
オ
カ
リ
ナ
を
学
び

施
設
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

・
シ
ニ
ア
３
８
書
道
（
書
道
を
学
ぶ
）

・
シ
ニ
ア
大
学
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
）

・
コ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
混
声
合
唱
団

（
合
唱
グ
ル
ー
プ
）

・
Ｋ
Ｃ
１
０
０
倶
楽
部
（
社
交
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
）

・
郷
土
の
歴
史
を
知
る
会
（
地
域
の
郷

土
史
を
学
ぶ
）

長野地区賛助会会報ながの 第67号 （6）

団員と記念撮影 前列左端が私です

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
第
44
期
卒
業

「コール・フォーエバー混声合唱団」に入団してみて

戸
田

明
宏

公益財団長野県長寿社会開発センター

明るく豊かな長寿社会づくりを応援しよう！

長野地区賛助会では賛助会員を募集しています。

人生100年時代

長
野
地
区
賛
助
会
活
動
グ
ル
ー
プ



長
野
漢
詩
会
は
、
平
成
２
年
発
足
。
会

員
は
現
在
寺
田
準
先
生
以
下
８
名
で
す
。

毎
週
火
曜
日
に
長
野
県
合
同
庁
舎
別
館

(

通
称
「
サ
ロ
ン
」)

で
、
主
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
講
座
「
漢
詩
を
よ
む
」
を
テ
キ
ス
ト

に
勉
強
会
と
、
漢
詩
作
成
の
勉
強
会
の
２

本
立
て
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
90
歳
の
善
光
寺
大
僧
正
福
生
院

住
職
村
上
光
田
長
臈(

㊟
１)

が
入
会
し
ま

ち
ょ
う
ろ
う

し
た
。
村
上
長
臈
が
入
会
同
機
は
「
遺
偈

ゆ
ゐ
げ

(

㊟
２)

を
作
り
た
い
。
そ
れ
に
は
漢
詩
漢

文
を
基
礎
か
ら
勉
強
し
直
し
た
い
」
と
の

こ
と
。

勉
強
会
の
合
間
に
は
村
上
長
臈
か
ら
、

12
歳
で
単
身
延
暦
寺
の
門
を
敲
い
た
こ
と
、

千
日
回
峰
行
を
初
め
苦
し
い
修
行
に
耐
え

た
こ
と
、
仏
語
の
話
、
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ

ン
に
参
加
し
た
こ
と
等
大
変
参
考
に
な
る

話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

村
上
長
臈
の
入
会
で
我
々
旧
会
員
に
与

え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
烈
で
し
て
、
漢
詩

の
創
作
と
勉
強
の
取
り
組
み
姿
勢
が
一
段

と
変
わ
り
ま
し
た
。

漢
詩
に
興
味
の

あ
る
方
、
書
道
さ

れ
て
い
る
方
、
あ

る
い
は
詩
を
吟
じ

ら
れ
て
い
る
方
、

自
作
の
詩
を
書
い

た
り
、
自
作
の
漢

詩
を
吟
じ
た
り
し

た
ら
い
か
が
で
し
ょ

長野地区賛助会会報ながの 第67号（7）

長
野
地
区
賛
助
会
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

11

長
野
漢
詩
会
エ
ピ
ソ
ー
ド

㊟
１
長
臈＝

仏
教
の
経
験
豊
富
な
僧
に

ち
ょ
う
ろ
う

与
え
ら
れ
る
尊
称
、
ま
た
は
役
職
。
日
本

の
一
部
の
宗
派
で
の
、
高
僧
、
前
職
に
与

え
ら
れ
る
敬
称
・
役
職
（
延
暦
寺
長
臈
、

薬
師
寺
長
老
な
ど
）
グ
ー
グ
ル
参
照

㊟
２
遺
偈＝
高
僧
が
死
後
に
残
す
偈

ゆ
ゐ
げ

（
仏
を
た
た
え
る
こ
と
ば
で
、
三
字
又
は

四
字
の
句
を
四
句
並
べ
た
も
の
）
新
字
源

か
ら
参
照

毎
週
火
曜
日
の
勉
強
会
（
サ
ロ
ン
）

書

村
上
光
田
氏

長
野
漢
詩
会
グ
ル
ー
プ
長

松
田
榮
太
郎

う
か
、
一
層
の
興
味
が
深
ま
る
と
思
い
ま

す
。
会
員
の
募
集
は
一
年
中
行
っ
て
い
ま

す
。
勉
強
会
の
見
学
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ご

一
報
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令和5年度長野県シニア大学公開講座

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

10
月
20
日(

金)

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
シ
ニ
ア
大
学
学
生
、

一
般
の
方
の
聴
講
者
に
『
～
２
人
に

ひ
と
り
が
90
歳
ま
で
生
き
る
時
代
～

〝
長
生
き
す
る
の
も
悪
く
な
い
〟
と

み
ん
な
が
そ
う
思
え
る
街
が
あ
る
と

し
た
ら
』
の
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。

桑
原
さ
ん
は
、
長
生
き
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
シ
ニ
ア
は
社
会

的
な
貢
献
や
経
験
を
通
じ
て
他
の
人
々

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
社
会
参
加
を
通
じ
て
、

シ
ニ
ア
の
声

を
届
け
る
こ

と
は
、
世
代

間
の
つ
な
が

り
を
深
め
る

だ
けで
なく
、

社
会
全
体
の

活
性
化
に
も

繋
がり
ます
。

長
生
き
す

る
こ
と
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な

側
面
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は

活
動
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
ｌ
ａ
ｂ
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

長
寿
社
会
に
お
け
る
価
値
と
活
動
の
重
要

性
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

と
講
演
し
ま
し
た
。

長
野
支
部
活
動
事
業

講
師
桑
原
静
さ
ん

長
生
き
す
る
の
も
悪
く
な
い

桑
原
静
さ
ん
の
講
演

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

桑
原
静
１
９
７
４
年
さ
い
た
ま
市
生
ま
れ

20
代
は
、
企
業
の
Ｕ
Ｅ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
の
企
画
運
営

30
代
は
、
リ
ア
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

企
画
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
の
支
援
な
ど

シ
ニ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
働
き
方
に

興
味
あ
り

２
０
１
１
年
「
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
ｌ
ａ
ｂ
」
ス

タ
ー
ト

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
ｌ
ａ
ｂ
代
表



健
康
一
口
メ
モ

シ
ニ
ア
の
方
々
は
、

歯
や
歯
茎
の
健
康
に

対
す
る
リ
ス
ク
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
歯
科
疾
患
は
全
身
疾
患
と
関
連
し

て
現
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
適
切
な

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
が
重
要
で
す
。

歯
み
が
き
は
、
歯
垢
を
除
去
す
る
た
め

に
非
常
に
重
要
で
す
。
シ
ニ
ア
の
方
々
は
、

歯
垢
が
歯
や
歯
茎
に
つ
き
や
す
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
歯
み
が
き
を
こ
ま
め
に
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

以
上
の
方
法
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
シ
ニ

ア
の
方
々
は
健
康
な
口
腔
環
境
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
な
歯
科
検
診
や
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

長野地区賛助会会報ながの 第67号

小
さ
な
背
希
望
と
期
待
ラ
ン
ド
セ
ル

拘
り
が
強
く
決
ま
ら
ぬ
花
一
本小

林
薫

空
洞
の
胸
を
さ
ら
し
て
見
栄
を
張
り

青
春
の
は
じ
け
た
波
を
懐
か
し
む

高
橋
清
人

赤
ん
坊
が
笑
う
家
族
の
真
ん
中
で

二
三
匹
見
逃
し
て
や
る
鬼
は
外河

内
繁

夫
卒
寿
伊
達
に
決
め
て
る
妻
の
功

夏
の
空
入
道
雲
に
乗
っ
取
ら
れ若

林
照
美

お
年
玉
貰
え
ば
す
ぐ
に
帰
る
孫

窓
を
開
け
春
の
香
り
を
部
屋
に
入
れ

青
沼
道
夫

投稿欄
川
柳
は
，
人
々
の
日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
喜
怒
哀
楽
を
、
平
易
な
五･

七･

五
で

表
現
す
る
文
芸
で
す
。
題
材
は
ど
こ
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
表
現
し

て
、
周
囲
の
人
々
に
共
感
し
て
も
ら
う
に
は
、
や
は
り
セ
ン
ス
と
技
術
を
磨
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
メ
ン
バ
ー
皆
で
切
磋
琢
磨
し
努
力
し
て
い
ま
す
。

赤
マ
ス
ク
魔
除
け
と
お
し
ゃ
れ
兼
ね
て
い
る

深
夜
便
眠
れ
ぬ
夜
の
子
守
歌北

原
和
井

引
き
出
し
を
開
く
と
昭
和
こ
ろ
げ
出
る

虐
待
に
親
と
は
何
か
問
う
て
み
る

杉
浦
宏
子

考
え
る
葦
の
未
来
は
危
機
に
満
ち

ま
だ
若
い
つ
も
り
で
跳
ん
だ
水
溜
ま
り

石
塚
も
と
江

年
よ
り
も
若
さ
の
目
立
つ
ペ
ア
ル
ッ
ク

九
十
で
百
歳
目
ざ
す
こ
の
若
さ

五
十
嵐
立
男

①

歯
み
が
き

②

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
・

イ
ン
タ
ー
デ
ン
タ
ル
ブ
ラ
シ
の
使
用

③

口
腔
内
の
保
湿

④

正
し
い
食
生
活

☆
編
集
後
記
☆

高
い
山
に
冠
雪
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
紅
葉
も
見
ご
ろ
を
迎
え
た

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
機
関
紙
第
67
号
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
で
は
、

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
賛
助
会
員
の
集
い
」
の
様
子
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々
の

生
き
が
い
づ
く
り
や
、
世
代
間
交
流

を
促
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
次
号
は
３
月
中
旬
発
行
の
予
定

で
す
。

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア

川
柳
り
ん
ど
う
会

グ
ル
ー
プ
長

河
内

繁

（8）


